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【方法】
SNORA22 siRNAを蛍光色素で標識し、葉酸結合型カチオン性ペプ
チド（Fol-Dab8B、２当量）と共に、４ウェルチャンバー中のS2-013
ヒト膵癌細胞又はHPNE正常ヒト膵管上皮細胞の培養液中に添加して
37℃で一晩インキュベートした後、核（DAPI）、葉酸受容体（FOLR1）
および siRNAのシグナルを観察した。

【結果】
S2-013ヒト膵癌細胞では、HPNE正常ヒト膵管上皮細胞と比較して、
葉酸受容体の蛍光強度が⾼く、同時に細胞内に取り込まれた
SNORA22 siRNAの蛍光強度が強かった。
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【方法】

葉酸結合性カチオン性ペプチド（Fol-Dab8A、Fol-Dab8B）を

添加したスクランブル対照siRNAおよび創薬ターゲットである

SNORA22に特異的なsiRNAのそれぞれをS2-013ヒト膵癌細胞

の培養液中に添加し、48時間後にマトリゲル浸潤アッセイを⾏った。

【結果】

Fol-Dab8A、Fol-Dab8Bの存在下で、スクランブル対照siRNA

を添加したS2-013細胞、およびsiRNA単独で添加した場合と比較

して、SNORA22 siRNAでS2-013細胞の浸潤が有意に抑制さ

れた。
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